
海外拠点の不正事例とその防止策とは?
～ 東南アジア編～

平成31年3月13日（水）

1



１．はじめに
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１．はじめに

日系企業の東南アジアへの進出状況

日系企業進出数は2016年5月の帝国データバンク資料
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2．不正の起こる背景
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2．不正の起こる背景
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(1) 各国に共通な事項
 不正のトライアングル ◆

①機会 ②動機 ③正当化

①機会

 不十分な社内の内部牽制

 本社からの管理、牽制不足

 社内のコミュニケーション不足、任せきり

 不十分な職務分離

 弱い管理システム面の手当



2．不正の起こる背景
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②動機

金銭的な困窮

高い営業目標、ノルマ

不当な評価、叱責

③正当化

経営トップの姿勢、方針

低い社内モラル、コンプライアンス意識

一時的な借用という意識



2．不正の起こる背景
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(2) タイにおける社内不正発生の背景
 タイ人の特性

・高いプライド

・施し･寄付の文化

・争いを好まない性格

・自己主張しない、長い物には巻かれろ

・ホウ･レン･ソウは期待薄

低い失業率⇒転職が容易

解読不能なタイ語



3．具体的な社内不正事例
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3．具体的な社内不正事例（タイ）
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(1) 現地スタッフによる不正



3．具体的な社内不正事例（タイ）
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(2) 日本人駐在員による不正



3．具体的な社内不正事例（タイ）

11

(3) 現地企業での不正事例
 オーナー企業が多く、公私の区別が曖昧

 会計帳簿が不正確



3．具体的な社内不正事例
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(4) ベトナムでの不正事例

(5) カンボジア、ミャンマーでの不正事例

 日系企業の進出数も少なく、会社規模もそれほど大き
くないことから不正の事例は少ないようです。



4.不正防止のための本質的な方策
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(1) 不正を防止するための仕組みの構築
①経理と資金担当者を分け、チェックが働く体制にする

②定期的な社内チェック

③ P/L だけでなく、B/Sも月次で内容をよく見る

④本社や外部監査による定期的なチェック

⑤匿名での内部通報制度の導入

⑥クラウド会計の導入による本社からのチェック

～誰かにチェックされているという牽制機能が必要です～

4.不正防止のための本質的な方策
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クラウド会計によるチェック体制のご紹介

4.不正防止のための本質的な方策



16

(2) 最も大事なことは？
①社内コミュニケーション、部下に任せきりにしない

②経理もよく見ているという姿勢を示す

③長く働きたくなるようなスタッフのモチベーションの

維持、向上

～日本でも海外でも、最後は人間関係が大切なことに

変わりはありません～

4.不正防止のための本質的な方策
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ご清聴ありがとうございました。


